
 

 

 

                                  

 

 

 

 今年度の本校の教育活動に対して、昨年末に実施したアンケートに多くの保護者の皆様から評価をいた

だきました。その結果をお知らせいたします。 

回答数は、１年生６５人、２年生７４人、３年生７１人、４年生５７人、５年生６３人、６年生５４人

の、合計３８４人分のご回答をいただきました。お子様１人につき１回の回答をお願いしましたので、  

１２月１０日締切日時点での児童数４８２人に対して、79.7％の回答率でした。 

 

１．全校の傾向（１～１０は子どもについて、１１～１５は学校・職員についての回答） 

 

【質問内容】上のグラフは下から上へ質問が並んでいます。 

１．毎日楽しく学校に通っている。  

２．友だちと仲よく助け合ったり、励まし合ったりしている。 

３．基礎的・基本的な学習内容を理解している。  

４．他者の話をよく聞き、受け止めることができる。  

５．自分の思いや考えを伝えることができる。  

６．家庭学習（宿題）を自ら進んで取り組んでいる。  

７．誰にでも進んであいさつをしている。  

８．思いやりや優しさの心が育まれている。 

９．安全や健康に留意して過ごしている。  

10．掃除などの家の手伝いを行っている。  

11．子どもたちが学習内容を理解できるように授業を工夫している。  

12．子どもたちの考えや思いを理解しようとしている。  

13．授業参観や学校だより、ホームページなどで、学校の取組や様子をわかりやすく伝えようとしている。

14．地域の素材（こもれびの森やみずきの森等）を授業に活用している。  

15．異学年交流の時間の設定をし、交流を深めている。 
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【グラフの見方】 

 回答番号が１～４まであります。質問内容に対して、１が「そう思う」、４が「思わない」として、中間

の２・３がそれぞれ「どちらかといえば」がついた評価として扱いました。グラフでは左側が「１．そう

思う」で、右側が「４．そう思わない」の結果です。 

 

○１～１０の子どもについての分析  

「子どもについて」で特徴的なのは、「7．だれにでも進んであいさつをしている」の質問に対して「１：

そう思う」「２：どちらかといえばそう思う」の合計が５４％程度にとどまったことです。 

校内の児童アンケートでは、同様の質問に対して子どもたちの８０％が「（あいさつを）誰にでもして

いる」と回答しています。保護者の皆様が考えている「誰にでも」と、子どもたちがとらえている「誰

にでも」の対象に、認識の差があるのではないかと考えられます。                 

質問１，２，８，９については、１と２の合計が９０％を超えており、子どもたちが楽しく登校して

いることや、友だちとも助け合ったり励ましあったりして、思いやりの気持ちが育っていると評価して

いただきました。 

  質問９の「「安全や健康に留意して過ごしている」という部分では、９０％ほどの方がそのように過ご

せていると評価されています。しかし、下校時の歩き方や放課後の過ごし方において、地域の方から「道

路で遊んでいて危ない」「歩道に横に広がって歩いていて通れない」「薄暗くなっても遊んでいて心配」

などのお電話をいただくことが少なくないのが現状です。また、学校生活では、廊下を走って子ども同

士がぶつかるなどの事例もあり、今後も学校での指導だけでなく、ご家庭における交通安全指導や、時

間を守って帰宅する、暗くなってからは子どもだけで外出しないなどの、安全に関するきまりを守らせ

るお声がけを行っていただくことが重要です。 

○１１～１５の学校・職員についての分析  

回答１，２の合計で見ると、「１１．子どもたちが学習内容を理解できるように授業を工夫している」が

86.5％で最も低く、「１３．授業参観や学校だより、ホームページなどで、学校の取組や様子をわかりや

すく伝えようとしている」が 90.1％で最も高い結果でした。いずれも 85％以上の良い評価をいただくこ

とができましたが、これに甘んずることなく、今後も子どもたちと共に成長し続けられる職員集団を目

指して精進を重ねてまいります。        

  

２．児童アンケートの結果から 

 今年度から、児童の学校生活アンケートの内容が、保護者向けの質問内容と変わりました。そのた

め、保護者アンケート結果のような集計は行っておりません。グラフはございませんが、全体の傾向

やご家庭でご注意いただきたいことなどについてまとめた内容を掲載いたします。 

 

【学校生活アンケートの集計結果からわかること】 

 「朝、家族、先生や友だち、地域の人などにあいさつができる」という項目に関しては、多くの児

童が「そう思う」「どちらかというとそう思う」と回答しています。児童会が中心となり行ったあい

さつ運動の効果もあったと考えられます。 

「学習面に関しては学習内容がわかる」「自分の考えを発表することができている」という質問に

対しては、「そう思う」「どちらかというとそう思う」と回答した児童が、1 学期に比べて増えまし

た。ただ、学年が上がるにつれて、学習内容が難しくなるため、分かりにくさを感じる児童もいると

いうこともわかりました。 

「自分のよいところを他の人に認めてもらっていると思う」という項目に関しては、「どちらかと

いうとそう思わない」「そう思わない」の割合が少し高いことが気になりました。また、「学校ので

きごとや、したことを家で話している」ということに関しても同様です。 

一つの見方として、子どもたちの「自分のことをもっとわかってほしい」という気持ちは、大人が

このくらいで十分と思っている程度よりも強いのかもしれません。 


